
第10号発刊記念！スクープ！

銚子塚古墳周溝の断面を大公開！
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　銚子塚古墳の試掘現場は連日の雨で水没しています。
　でも、水没したトレンチの側面にはとても大事な土層が実は確認されているのです。
　ちょうしづか新聞第10号の発刊を記念して特別に大公開しちゃいます。

銚子塚古墳2004№２．３トレンチを墳丘上から見たところ まるでプールのようでしょ！
また、ポンプで水汲みしなきゃ！

この深さまで周溝
を埋めていると考
えられる真っ黒な
土が堆積している
んだ。この黒い土
は、墳丘から離れ
るにつれて、すー
と浅くなりながら
消えていてしまう
んだ。

銚子くん

銚子塚古墳2004№２トレンチの水没状況

　ほら、見てみて！
　このあたりで周溝を埋めている
真っ黒な土が浅く消えてしまってい
るよ。これより先にはもう周溝がな
いことがわかるよ。ということは、
銚子塚古墳の周溝は大体ここまでの
幅であったことが推測できるんだ！
　周溝の深さは深いところでも約80
㎝くらい。銚子塚古墳の北側の周溝
は意外と浅いんだね。
　そうそう、周溝の中に堆積した土
の中からは「埴輪（はにわ）」の破
片が見つかっているんだ！

銚子くん 　ここでご紹介したのは銚子塚古墳の括れ部の北側に設置した№２トレンチの
西側断面です。括れ部の周溝幅については、これまで良くわからない状態でし
たが、今回の試掘調査でおおむねその幅・深さを把握することができました。あ
とは後円部の周溝にどのようにつながっていくのかをもう少し調べる必要があり
そうです。
　№２トレンチの位置や確認された周溝幅の平面図は次号以降に公開する予
定です。

このあたりが墳丘の端っこです！

深さ約140㎝

以前のトレンチ
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